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分析能力１．５倍に向けた生産性向上物語
～人作業のムダ改善と新分析器具の開発活動～

当社イビデンエンジニアリングは、イビデン株式会社のエンジニアリング部門を担当する
子会社として、1973年に創業しました。
岐阜県大垣市に本社を置き、様々な事業で地球環境に配慮し地域と日本のモノづくりを支
えています。

私たちが所属する環境技術事業部は、アナリティカルソリューションGとリサイクルGと
の２つに分かれています。
クリーンナップサークルのメンバーは土壌分析を中心とした環境測定を行うアナリティ
カルソリューションG分析チームに所属しています。

土壌分析は工事で発生した土中の有害物質を量を調べるために必要です。
分析の結果で有害物質が規定量以上含まれることが分かった土壌は、土壌処理業者にて有
害物質を取り除く処理を行います。
その処理によって有害物質が取り除けているかの定期確認でも、土壌分析が必要です。

２種類の土壌分析の内、定期的かつ継続的に分析依頼がくる土壌処理業者の定期分析を
軸に売上拡大を目指しています。
28年度までの目標数36検体/日に対して、全28有害物質の分析能力の内「PCB分析能力」
のみが24検体/日と不足しており、キャパネックになっています。
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先ずは練習用の映像を使って作業分析の練習を行いました。
一連の流れも理解でき、実践に向けてのイメージも出来ました。

作業分析結果から「標準作業組み合わせ表」を作成しました。
PCB前処理工程は１サイクル12検体のサイクル作業であるこが分かりました。
目標の36検体/日の処理を行うためには３サイクルの作業が必要になり、今の作業のま
までは１日あたり155分の残業が発生してしまいます。

当サークルは、2024年1月に結成した、当社初めてのQCサークルです。
サークルレベルはＤゾーンで、特にQC手法の知識の無さが弱点です。
親会社イビデンの高木さんに世話人として加わっていただき、定期的な勉強会「QCを
学ぶ会」を開催しながら活動を進めることにしました。

キャパネックである前処理工程の現状把握としてみたところ、殆どが人作業であった
ため、メンバーからは作業者の増員ぐらいしか改善案を出すことができませんでし
た。
そんな中、高木世話人から人作業のムダを見つける手法である『IE手法』を勧めら
れ、

初めに前処理作業の「作業分析」を行います。
実践は練習のようにはいかず、自分達でのビデオ撮影や実際の複雑な作業に対しての
作業分析に全員大苦戦し、作業分析完了までにメンバー３人で26日間もかかりまし
た。

現状の作業を改善するために、高木世話人の指導のもとメンバー３人で現状の作業か
らムダの抽出を行いました。
その結果、５つのムダを抽出することが出来ました。

PCB分析フローは①検液作成工程、②前処理工程、③分析工程の３つの工程に分けられ
ます。
その内、②前処理工程のみが28年度の土壌分析目標数に対して能力不足であることが
分かったため、②前処理工程の能力を36検体/日まで改善することを目指します。

高木世話人による「QCを学ぶ会」は活動の段階に応じた内容で定期的に開催して
いただきました。
活動開始直後の第１回目の内容はQCの基礎を、それ以降は活動の段階に応じた必要な
手法の知識を補うための教育をしていただきました。



対策③は専用設備の増設をする改善です。
「異物除去エリア」と「濃縮装置」との間の8.0mの歩行が1日12回発生していました。
「異物除去エリア」の近くにPCB前処理工程専用の「濃縮装置」を設置することで、歩
行距離を1.0mまで縮めることができ、1.5分/日の改善です。

対策④は専用棚を設置する改善です。
前処理に用いるサンプルを取りに行くために作業部屋と棚との間の24.0mの歩行が6
回、別作業者が持ち出している兼用サンプルの返却を待つ時間が発生していました。
専用の棚を設置することで歩行時間と待ち時間を削減し、13分/日の削減です。

抽出したムダに関して改善見込み時間を見積もってみたところ、１日あたり160分の改
善見込みがあり、現在発生が予想される残業時間155分以上でした。

今回の改善の目標を５つのムダの改善見込み時間160分/日を全て削減をすることに決
定しました。
この目標を達成することで残業時間155分/日ゼロを目指します。

活動計画は、初めての改善活動であり、QC手法を学びながら進める必要があったた
め、
時間をかけた計画にしました。

抽出した５つのムダに対して、方策展開型系統図を用いて対策立案を行いました。
対策の実施自体の経験も無いことから、先ずは改善見込み効果は低いが、実現性が高
い対策①～④の実施を先行して行いました。

対策①は手書き作業を無くす改善です。
サンプル識別用の貼り替えシールの幅が分析容器の貼付可能幅より大きいため、分析
容器へはサンプル識別情報を手書きで記入していました。
シールの幅を小さくすることで分析容器にも貼れるようになり、10分/日の改善です。

対策②は設備の設置場所を入れ替える改善です。
「流し台」と「振とう機」との間の6.5mの歩行が１日に18回発生していました。
流し台の近くに設置されていた「設備A」と「振とう機」の設置場所を入れ替えて、歩
行距離を1.0mまで縮めることができ、1.5分/日の改善です。



改善後の作業の作業分析を行ったところ、28年度の土壌分析目標数である36検体の前
処理を定時内で終えられることが確認できました。

作業時間の削減効果は目標の160分/日より19分多い179分/日の改善に成功し、余裕を
持った定時内の作業が可能になりました。
定時内のPCB分析能力36検体/日に改善されたことで、PCB担当者の残業時間がゼロにな
り、年間958,500円/年の原価削減に繋がりました。

対策①～④の改善時間は合計26分/日です。
改善見込み時間の残り134分をゼロにするために、対策⑤に挑戦します。

対策⑤の対象作業である「濃縮作業」の分析を行いました。
200倍濃縮作業を２段階に分けて実施しており、それぞれの人作業時間は、１段階目は
装置へのセット作業と移し替え作業を合わせて153分/日、２段階目では装置へのセッ
ト作業以降は自動処理であるため4.5分/日であることが分かりました。

対策⑤の内容は、20mL⇒0.1mLの200倍濃縮作業を２段階目の自動処理のみで行えるよ
うにするというものです。
それを実現するためには、容量20mL、仕上がり量0.1mLの「濃縮管」が必要ですが、
既製品にそのような仕様のものが無いため、「特注」する必要があります。

容量20mL、仕上がり量0.1mLの条件に「自動処理にかかる時間を最小限にする」を加
え、メーカーとの共同開発の結果、半年間かけて完成させました。
新しい濃縮管を使用した改善案の手順が分析精度に悪影響が無いか確認したところ、
基準に適合しただけでなく、むしろ分析精度は向上しました。

メーカーと共同開発した「特注濃縮管」の導入により、200倍濃縮作業を２段階目の
自動処理のみで行えることになりました。
１段階目の濃縮作業が不要になったことで、153分/日の削減に成功しました。

対策①～⑤の全ての改善を行った合計の改善効果は、当初予定の160分/日より更に多
い179分/日の作業時間削減に成功しました。



今回の活動を通じて、QCサークル活動初心者のメンバー全員がそれぞれレベルアップ
しました。
サークルレベルはDゾーンからCゾーンへ上がり、社外大会参加への自信に繋がりまし
た。

標準化では、後戻りが無いように5W1Hで歯止めをしました。

改善活動の改善効果もサークルレベルも目標以上の成果になり、QCサークル活動に
向けてのモチベーション向上に繋がりました。
今後は、他工程に対しても改善活動を進めていきながら、イビデングループ全体の
JHS部門のモデルサークルになれるように更なる成長を目指します。


